










18才以下で末期腎不全に至った思春期患者(CRF群)27例と6ヵ月以上入院中の思春期腎疾

患患者(CRD 群)33 例について,心理的問題点を検討した。患者背景では,患者の約 3 分の 2

は 3年以上の入院を経験し,ステロイド剤投与は CRD 群に多く,発育障害は CRF 群で著明で

あった。主治医による患者評価では,CRF 群は体力低下(90%)が CRD 群(44%)より著明である

が,気力低下(70%),学業の遅れや友人・家族関係の問題(15～30%),自己管理不良(30～40%)

は同程度であった。YG 性格検査で,CRF群の偏位が大きく,両群とも情緒不安定・社会的不

適応傾向を示し,性格類型で D類が少なく E類・B類が多い特徴があった。MASでは,CRF 群

で高不安例が 32%と多く,透析導入 2年未満症例の得点が高かった。20 答法では,自己の帰

属性・陽性生活感情の比率が少なく,CRF 群は身体イメージ(低身長・低体重)・病気(治療・

生活制限)・陽性の希望や将来の夢を語る記述が多かった。以上より,両群は共通の偏った

心理性格傾向を有するが,CRF 群により多くの問題点があり,長期の経過と入院治療,発育

障害と体力低下,透析療法,薬物副作用などの関与が示唆された。 


